
システム、ソフトウェア、ハードウェアアーキテクチャを定 
義、分析、設計、検証するためのツール化された方法

エンジニアリングにおける効率的な
コラボレーションのサポート 

運用上のニーズに対するソリューション
の検証/正当化により、影響分析が容易に

なります

ほとんどのプロセスと互換性があります 
トップダウン・ボトムアップ型、反復型、レガシーベース型、混合型等

運用分析
システムのユーザーが達
成する必要があること

機能的および非機能的
ニーズ
システムがユーザーのた
めに達成しなければな
らないこと

論理アーキテクチャ
期待に応えるためにシステ
ムがどのように機能するか

物理的アーキテクチャ
システムの開発と構築方法

ビューポイント

F6

F21

F1

C11

F22
C12

C2

F7
C1’ C3 C4

プロセッサーバス

ビューポイント

F6

F21

F1

C1

F22

C2

F3

C3

F5

F3

F4F2

F1

ビューポイント

要件

A3

A2

A1

ビューポイント

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
設
計

ニ
ー
ズ
理
解

A : 運用アクティビティ
F : 機能
C : コンポーネント

共有および資本化された
アーキテクチャモデル

アーキテクト（デザ
インオーソリティ）

製品ラインマ
ネージャー 要件マネー

ジャー

その他

ロジスティク
スエンジニア

SW/HWデ
ザイナーお
よび開発者

IVVQマネー
ジャー

顧客

安全性、パフォーマン
ス、インターフェース
他エンジニア

運用上のニーズ分析 設計作業完・チェック完

設計作業完・チェック完

設計作業完・チェック完

設計作業完・チェック完

設計作業完・チェック完

メ
ソ
ッ
ド
階
層

時間

機能的/非機能的ニーズ分析

論理アーキテクチャの設計

物理的アーキテクチャの設計

開発とIVVQの契約

反復的、インクリメンタル

ボトムアップ、レガシー、再利用

トップダウン

eclipse.org/capella



メソッドの手順
ニ

ー
ズ

ソ
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顧客の運用ニ
ーズ分析
システムのユーザー
が達成する必要があ
ること

システム/SW/
HWのニーズ分
析
システムがユーザーの
ために達成しなければ
ならないこと

論理アーキテ
クチャ設計
期待に応えるためにシ
ステムがどのように機
能するか 

物理アーキテ
クチャ設計
システムの開発と構築
方法

開発契約
各デザイナー/開発委
託先に期待すること

運用機能を定義する

運用上のニーズ分析を
実行する

機能のトレードオフ分析
を実行する

機能分析と非機能分析
を実行する

要件を形式化して統合
する

アーキテクチャの推進要
因と視点を定義する

候補となるアーキテクチ
ャの構成をコンポーネン
トを用い作成する

妥協できる最適なアーキ
テクチャを選択する

アーキテクチャパターンを
定義する

既存の資産の再利用を検
討する 

物理的な参照アーキテク
チャを設計する

検証し確認する

コンポーネントのIVVQ戦
略を定義する

PBS(製品詳細構造)とコン
ポーネントの統合契約を
定義・実施する

タスク サンプルモデル
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ACTOR 1 ACTOR 2

サウンドプロファイル

低音レベル

ラウドネス 高音レベル

フィルター値
値：-50から+50
単位：dB

周波数帯域
値：0.1、0.2、3.0、6.0
単位：KHz

周波数
値：88～ + 108
単位：MHz

チューニング値
値：0から+100

is composed of

is kind of

uses

開始

終了

モード1

モード3

モード2

- 運用能力
- アクター、運用エンティティ
- アクターの活動
- 活動とアクターの間の相互作用
- 活動と相互作用で使用される情報
- 運用プロセスの連鎖活動
- 動的動作のシナリオ

データフロー：機能、運
用、活動の相互作用と
交換

機能および運用活動によ
る機能チェーンと運用プ
ロセス

アクター、システム、コン
ポーネントのモードと
状態

コンポーネントの配線：す
べての種類のコンポーネ
ント

機能とコンポーネントの詳細化

シナリオ：アクター、システ
ム、コンポーネントの相互

作用および交換

データモデル：データフロ 
ーとシナリオの内容、イン 

ターフェースの定義と正 
当化

割り当て：アクターへの運用活
動、コンポーネントへの関数、
実装コンポーネントへの動作
コンポーネント、インターフェ

ースへのデータフロー、構成ア
イテムへの関連要素

- アクターとシステムとケイパビリティ/機
能
- システムとアクターの機能
- 機能間のデータフロー交換
- データフローを渡る機能チェーン
- 機能と交換、データモデルで使用される
情報
- 動的動作のシナリオ 
- モードと状態

同じ概念に加えて：
- コンポーネント
- コンポーネントのポートとインターフェ
ース 
- コンポーネント間の交換
- コンポーネントへの機能割り当て
- 機能交換の割り当てによるコンポーネン
トインターフェイスの正当化

同じ概念に加えて：
- 論理コンポーネントを詳細化し機能動作
を実装する動作コンポーネント
- 動作コンポーネントのリソースを提供す
る実装コンポーネント
- 実装コンポーネント間の物理リンク

- 構成アイテムツリー
- 部品番号、数量
- 開発契約（予想される動作、インターフェ
ース、シナリオ、リソース消費、非機能属性、 
など）

コンセプト 説明手段

機能

機能

FUNCTION

BEHAVIORAL COMPONENT

BEHAVIORAL COMPONENT
Functional Flow



非機能的および産業的利害関係に対するソリューションの検証とチェック

  メンテナンス性
 安全/セキュリティ
  ...

  IVVQ
  製品ポリシー

  コストとスケジュール
  インターフェース 
  パフォーマンス

方法階層 パフォーマンスに特化したデータサンプ
ル 安全性に特有のデータサンプル

運用上のニーズ分析 脅威に対する最長反応時間 恐れられる出来事

機能/非機能的ニーズ分析 脅威に反応する機能チェーン(FC)
FCでの最大許容待ち時間 イベントに関連する重要な機能チェーン

論理アーキテクチャ設計 複雑さの処理と交換
機能チェーンの割り当て 機能チェーンを保護する冗長パス

物理アーキテクチャ設計 FCでのリソース消費
結果として生じる計算待ち時間

一般的な障害モード
FCでの障害伝播

開発とIVVQ契約 待ち時間を満たすために割り当てられたリソース 必要な信頼性レベル
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実装コンポーネントと通信パフォ
ーマンスに従って機能トラバーサ
ル時間を計算する
達成された待ち時間を推定し期待
値と比較する

機能チェーンの重要性により冗
長性レベルを比較する
HW障害を機能チェーンに伝播
する

機能に基づき負荷を計算し、妥
当性を確認する
計算能力と通信帯域幅の両方
に基づく

マルチビューポイント
アーキテクチャのチェック

アーキテクチャチェック

安
全
性
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マ
ン
ス 待ち時間：

機能チェーンの新しい属
性（期待値 + 計算値）

冗長性：
機能チェーンの拡張
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サーバー1

クライアント

サーバー2
負荷分散クラスター：
新しいコンセプト

有権者：
コンポーネント
の拡張

< 2秒

機能またはコンポーネント

R1

R2

R3

D
es

ig
n 

by
 w

eb
ra

nd
 . 

w
w

w
.w

eb
ra

nd
.fr

 . 
Pa

ris
 &

 N
ic

e


